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はじめに

現在インドネシアでは一般国民用には2種類の

裁判所が機能している。プンガティラン・ヌクリ

(Pengadilan N egeri :地方裁判所，一般裁判所）とプ

ンカディラン・アカマ (PengadilanAgama ;宗教裁

判所）である。前者は一般の民事，刑事の審理を

行なうどこの国にもある普通の裁判所であるが，

後行はシャリーア (syariah:イスラーム社、）に基つ

き，結婚および相続問題についての審理を行なう

イスラーム教徒0)ための裁判所てある (dl)。イン

ドネシアは登録上では国民の約90乞がイスラー

ム教徒であるために（注2)．このイスラーム法裁判

， 所ぼ3)が存在するのである。イスラーム法裁判所

はイスラーム思想を体現し，実行する巾要な制度

であり，イスラーム権威の象徴的{f在でもある。

しかし，ィスラーム教徒国に必ずしもイスラー

ム法裁判所が設附されているわけではない。世界

のイスラーム教徒国は，（1）ほとんどイスラーム法

のみが適lllされている国（サウシアラビア，イエメ

ン等），（2）世俗法のみが適用されている国（トル

コ），（3）家族法についてはイスラーム法，その他

『アジア舒済』 XXXIV-6(1993.6) 

に関しては世俗法が適用されている国（大多数の

イスラーム教徒国）．の 3つに分類できる。しかも，

(3)に属する国にはイスラーム法裁判所が世俗法裁

判所に吸収されているものもあり，それぞれの婚

姻法も近年多様性を持って発展している（注4)。イ

スラーム法裁判所か廃止されずに発展し続けるに

いたる経緯はさまざまてはあるか，植民地支配と

いう歴史的条件と深い関わりがある場合か多い。

イスラーム法は原理の卜ズでは人間か定めた法で

はなく，天啓による聖法てあり，コーランとハテ

ィース (hadith:伯言者の伝承）を法源としているc

ごれは，イバダート (ibadat:｛義礼的規範）とムア

ーマラート (muamalat:社会的規範）の 2つの分

野に大別てきる。前者はいわゆる六信五行を中心

としたものて，神に対する義務，神と人間との関

係（礼拝，断食，巡礼の方法等）を定めている。後

者は，婚姻，親子関係，相続，契約，売買，誓言

等，社会牛活における人と人と 0)関係を定めてお

り，イスラーム共同体のあり方を示している。イ

スラームにおいては宗教が単に個人的な信仰化活

だけでなく，社会生活全般を規制するのはこのイ

スラーム法の性格による。イスラームの教義はイ

スラーム共同体の基礎が個々の家族であることを

強調するため，家族法はイスラーム法の中でも最

も屯要な部分てあり，伝統的宋教法の影響の最も

強い分野であるといえよう。それゆえに，概して

植民地権力は家族法の領域の問題に対する干渉を

巧



1993060018.TIF

避けたのである。多くのイスラーム教徒国で家族

法にイスラーム法が適用されたり，その審理を担

当するイスラーム法裁判所が現在まで存在するの

もこのためである。しかし，ヨーロッパ勢力侵攻

以前にイスラーム法がどの程度一般信徒に理解さ

れていたのか，換言すればイスラーム化の進展具

合，および植民地支配の形態によっても．植民地

支配がそれぞれのイスラーム社会の司法制度に与

えたインパクトは異なる。

インドネシアのイスラーム法裁判所に関する研

究はまだ少ない。そもそもイスラーム法裁判所の

存在自体にほとんど関心が向けられなかった。こ

れは，イスラーム研究の中でも法制度を扱ったも

のがきわめて限られていることに起因しているか，

その根底にあるのは．イスラーム教徒にとっての

イスラーム法の重要性， また，イスラーム法裁判

所の機能に対する根本的な認識不足であろう。さ

らに，多くの発展途上国研究と同様インドネシア

研究においても司法制度に関する基礎的な研究か

なされていないことが，イスラーム法裁判所の研

究を一層困難にしている。

そのような中で特筆されるのはダニエル・レヴ

(Daniel S. Lev)の労作（注5)であり，この中ではイ

スラーム法裁判所がインドネシアの政治発展過程

と関連づけて論じられている。レヴはイスラーム

法が聖法でありながら近代社会の基礎になる概念

を多く提示するという合理性を重視し，公的制度

としてイスラーム法裁判所が存在することは，イ

スラーム法の概念の伝達，イスラーム社会の近代

化に大きく貢献することを強調している。ただし，

レヴの研究は独立闘争期および独立後に重点が置

かれており，それ以前の歴史については断片的に

触れられているだけである。インドネシアで現在

もイスラーム法裁判所が発展しているのは，数世
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紀にわたるイスラーム化の過程で，イスラーム法

裁判所がすでに社会に根づいた制度となっていた

からではないだろうか。近代化の中でイスラーム

法裁判所は世俗法裁判所に統廃合されるという安

易な見方に反し，インドネシア政府は現在イスラ

ーム法裁判所の権限を強化する方向に動いてい

るぽ6)。イスラーム法裁判所は，時代の要請に応

して自己変革を続けるイスラームのダイナミズム

を解明するための重要な手掛かりになるのではな

し寸ごろうか。

本稿ては，イスラーム法裁判所を考える上での

基礎的な作業として， まず，ジャワでイスラーム

法裁判所かどのように発展してきたのかその歴史

を19世紀前半まで可能な限り明らかにする。次に，

現在の複合的司法制度を形成することになったオ

ランダとイギリスが導入した司法制度を検討し，

初期植民地支配下においてイスラーム法裁判所が

どのように機能したのかを考察する。

なお，ジャワ語および地名の表記は文献によっ

て異なるため，固有名詞として確定したものを除

き，すべて現代表記に統一したc

（注 1) この他，マハカマ・ミリテル(MahKamaMl・ 

liter:軍事裁判所）とプンガディラン・タタ・ウサハ・

ヌガラ (PengadilanTata Usaha Negara:行政裁判所）

かある。現在のインドネシアの司法制度に関しては。石

井米雄監修了インドネシアの事典』同朋舎 1991年のた社］

法制度」の項を参照。

（注2) 1985年のセンサスによると，全人口に占める

イスラーム教徒の割合は． 86.9らであるc Indonesia, 

Biro Pusat Statistik, Statistik Indonesia 1988,ジャカ

ルタ` 1989年． 166~167ペーシ。

（注 3) イスラーム法に基ついて審理を行なう裁判所

は英語では ''syariahcourt", "Muslim law court". 

"Islamic court"と表記されるが，日本語ではまだ定訳

はなく，「シャリーア裁判所ーとか「（イスラーム）宗教

裁判所ーが用いられているさ rシャリーア裁判所」は正確

な訳語てはあるが，専門家以外には理解が得られにくい。



Ⅰ　イスラーム法裁判所の始まり
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・一方• I（イスラーム）宗教裁判所」は 1池女狩り 1を打

なった中世ヨーロッパの異端審問の裁判を連想させると

いう難点がある。これらに鑑み，本稿では「イスラーム

法裁判所j を用いることにした。しかし．ィンドネシア

のイスラーム勢力は「宗教裁判所」という名称に固執し

ていることも忘れてはならない。

（注 4) イスラーム法の全般的な発展および法実践に

関しては次を参照の L̀．oulson,N. J.，A HISI(））'y (）il,l(Iml( 

Law. ヘーパー 9ヽック版，エディンJ、-;,,Edinburgh 

University Press, 1978年／同， “TheCon⑬ pt of l'rog-

ress and Islamic Law," Ahamad Ibrahim他編， Kヤ叫

ings on Islam in Southeast Asia. シンカポール， In•

stitute of Southeast Asian Studies, 1985年， 203~212ペ

ージ。個別研究としては次のものを参照。 Christelow,

Allan, Muslim Law Courts and t如 FrenchColonial 

State in Algeガa.プリンストン． PrincetonUniversity 
Press, 198:iり・ 'AhamadIbrahim, "The Position of 

Islam in thl'Constitution of Malaysia," [,;jj也饂 Ilij掲

内所収． 21:i-22()ベーシ／Abdul Majcl'cl Mohamed 

Mackeen,“'「heShari'ah Law Courts in Malaya." 

|"J上｝｝li)i収． 229-2:15ページ／Cezar Adib Majul, 

"Problems in the Implementation of Shari'ah",同上書

所収， 236~239ページ／Sutherland, Heather, "The 

Transformation of the Trengganu Legal Order," 

journal of Southea..,t Asum Studies,第11巻第 1号， 1980

年39j, l ~29ベージ／湯浅道男『イスラーム術姻込U)

近代化』成文掌 1986年。

(ii 5) Iぷ＼,,Daniel S., Islamic Court.、.n/ndon('、ヽ/(/.
A Studv in the Political Bases of Legal Inヽlitutionヽ． Iヽ

ークレイ． Universityof California Preゞs.1972~。

（注6) 最近のインドネシアのイスラーム法裁判所に

ついては次を参照。中村緋紗子ロインドネシアのイスラ

ーム法の制度化j (『イスラームの都市性・研究報告』第

109号 1991年）。独立後のインドネシアのイスラーム行

政に関しては次を参照。 Deliar Noer, Administration 

(）,f Islam in Indonesia, イサカ,Cornell University 

Press. 1978りり

1 イスラーム法裁判所の始まり

シャワU)イスラーム法裁判所の発艇

ばならない。 14~15世紀に東ジャワを中心に勢力

を伸ばしたジャワ・ヒンドゥー王国マジャパヒト

(Majapahit)には，ダルマジャクサ (darmajaksa),

ウパパティ (upapatti)と呼ばれる宮廷裁判所の司

法官職があり，宗教権威者がその職に就いていた

ことが知られている川］）。この時代には，イント

起源のヒントゥー法血（シワ派）にジャワ古来のtn
習が編人されたジャワ独自の法典が司法の拠り所

となっていた hi•2 ）。シャワにおいては，前イスラ

ーム期より，宗教と法は不可分の関係にあったの

である。

それでは，イスラーム法に基ついて審理を行な

う裁判所はいつからジャワに登場したのであろう

か。この時期を確定するのは非常に難しい。シャ

ワのイスラーム化は外国との交流の多いパシシル

(Pasisir:北海岸地域）から始まったが，ジャワ人

の改宗が目立ってきたのは， 15世紀後半からであ

り，この頃最初のイスラーム王国デマク (Demak)

も勃興し， 1527年にはマジャパヒトを滅ぽした。

15世紀か16世紀の初頭にパシシルで書かれたと推

測されるジャワ語の文献には，異教徒の法廷に閃

わることを成める次のようなくだりがある。「裁

判の訴訟に巻き込まれ，イスラーム法に従って解

決することを促されなから異教徒の裁判所てある

カルタ /karta)にこれを持ち込もうとする者は不

信心である」（注3)。このテキストはイスラームの布

教書ともいうべきものであるが，大多数の異教徒

の中で暮らす少数派のイスラーム教徒が既成の裁

判所を拒否し，イスラーム法を遵守しようとする

活動が窺える。明らかに国家が設置したイスラー

ム教徒のための裁判所はまだ存在していない。こ

れを裏づけるものとして．最初のデマク王ジンプ

イスラーム法裁判所を論ずる前に，前イスラー ン (JinBun:別名ラデン・パター〔RadenPatah〕）

ム期のジャワの司法について一言触れておかね の編纂したとされる法典『サロカントロ.J(Saloka-

I7 
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ntara)がある。この法典では，裁判官はまだシャ

クサ(jaksa)と呼ばれており，これはマジャパヒト

のダルマジャクサの名称を受け継いでいた。ただ

し，デマクのジャクサは宗教的な権威は持たなか

った旧4）。一方， 16世紀初頭，デマクにはジャク

サとは別種の司法官プンフル(penghulu)か新たに

任命された。プンフルはデマクのモスクの筆頭イ

マーム (imam:集団礼拝の指導者）に与えられた名

称であるが，イスラーム法の権威とされた。この

名称は他の王国にも受け継がれ，のちにジャワで

は「プンフル」は一般にモスク長および高位の宗

務官吏を指すようになったぽ5)0 

ほかにも，デマクより少し遅れて勃典したジャ

ワ西端のバンテン(Banten)王国の成り立ちを叙述

した『バンテン史』 (SajarahBanten)には，最高位

の宗務官吏として「カリ J(kali)か登場する。この

「カリ J は「カディ J(kadi)とも呼ばれるか，アラ

ビア語のカーディー (qadi:裁判官）の転訛である。

中東では，カーディーは政府により各裁判区に司

法官として任命され，イスラーム法に基づき，民

事・刑事の審理を行なった。ジャワ全域を制圧す

るムスリム国家が成立しなかったジャワではこの

ようなカーディーは出現しなかった。しかし，カ

ーディーの名称自体は，ジャワのイスラーム化初

期から使われたのである。了バンテン史4！こよる

と，「カリ」はスルタンが幼少の折りにはその後

見役をつとめるなど要職であったことが記されて

いるほ6）。しかし，恐らく 16世紀末にはすでに機

能していたであろうイスラーム法裁判所に関して

は記述がないため，その存在を確定することはて

きない（注 7)0

イスラーム法がジャワの国家の司法に影響を与

・え始めたのは，新興のマタラム (Mataram)王国

の第3代の王．スルタン・アグン (SultanAgun : 

18 

在位1613~46年）の時代からである。 17世紀初頭，

ジャワには統一国家はなく，内陸のマタラムが最

大であった（第1図）。北海岸のイスラーム国家ス

ラバヤ (Surabaya)， トゥバン (Tuban)，および近

隣のパジャン (Pajang)を次々と攻略したスルタ

ン・アグンは，マタラムのイスラーム化を一気に

推進した（注8)。当初このマタラムでは，問題の性

格に従って審理事項は2つの裁判に分けられた。

ひとつは―プラドト」 (pradata:報告する，問題を

提出する）と呼ばれる問題，つまり王に関係する

犯罪，および死刑の科せられる重大犯罪を扱う裁

判てあり，ここては王が判断を下した。 2番目は，

―パトさウ」 (padu:争い），すなわち家臣同士の争い

を扱う裁判て；ジャクサが判断を下した2 もちろ

んまず問題を受理するのはジャクサであったが，

プラドト問題を王に伝えるのもその任務であった。

このプラドト＝パドゥの分類は恐らくマジャパヒ

トの司法を踏襲したものであるが，スルタン・ア

クンの治世下にプラドト事項にはプンフルの助言

が求められるようになった（注9)。プンフルおよび

宗教剪力は宮廷で確固とした地位を築き始めたの

である。

プンフルとジャクサの役割分担に始まり，やか

ては王（実質的にはパティ〔patih:大臣：）とプンフ

ルかプラドト事項を審理する法廷とジャクサがパ

ドゥ事項を審理する法廷に分離するプロセスか完

了したのは， 1750年頃と考えられる 0 1771年に編

纂されたマタラムの法典『ナウォロ・プラドト』

(Nawala Pradata :プラドト法規）では，前者をスラ

ンピ (Surambi:モスクの玄関），後者をプラドトと

呼んでいる。プンフル法廷は通常モスクの玄関て‘

開かれるのでこの名があり，ジャクサ法廷がプラ

ドトと呼ばれるのは以前ジャクサか裁判の審理事

項を報告することを「プラトト」と呼んでいた名
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残である。さらに．パドゥ事項の一部も審理をス

ランビ法廷に移され，以前のプラドト＝パドゥの

区別は曖昧になり始めていた付t111)e 『ナウォロ・

プラドト』はプラドト法廷用の法典であり，数回

改訂されているが， 1782年版の中では．スランヒ

は婚姻に関する問題を審理する（法廷てある）と定

義されているば11)。実際， 18世紀中頃には，婚姻，

相続に関する問題がイスラーム法に従って処理さ

れていたことが王都スラカルタ (Surakarta)のス

ランビ法廷の裁判長であるマス・プンフル (:VIas

Penghulu)が発布した文書からも裏づけられてい

る。これはプサントレン (pesantren:イスラーム塾）

で名蒻いプルディカン (perdikan:免税村）のテカ

ルサリ (Tegalsari)村は12)の村長キャイ・ハッサ

ン・ブサリ (KyaiKasan Besari)に宛てた訓令古

で， 1746年4月9日付けのものである。これは当

時イスラーム法がどのように適用されていたのか

を知る貴重な文書でもあるのでここに訳出する。

「スラカルタのカンジュン・キャイ・マス・

プンフル(KanjengKyai Mas Penghulu)はテカ

ルサリのキャイ・ハッサン・ブサリに訓令書を

下す。この訓令書はキャイ・ハッサン・ブサリ

にハキム (hakim:ci]法官）として，ワリ (wali:

後見人）に立つ者がいない， もしくはワリが責

任を果たさなかったり，ワリが死去したとかと

いうような女性，同様にワリがキャイ・ハッサ

ン・ブサリの管轄領域であるテガルサリに居住

しているような女性を結婚させる権限を与える

ものである。さらに，キャイ・ハッサン・ブサ

リには，ニカッ (nikah:結婚），ワリス (waris:

柑続）．タラク (talak:離婚）等夫婦間の問題を

ナゴロ (nagara:国〔注：王都スラカルタ〕）て行

なわれているのと同様に処理し，また，借金，

抵当等に関してもできうる限り公正な法の裁き

シャワのイスラーム法裁判所の発展

を行なう権限を与える。しかしながら，死刑判

決を下す権限は与えぬものである。……（中略）

カンシュン・キャイ・マス・プンフルのキャ

イ・ハッサン・ブサリに対する命令は，ワリが

いるかどうかを正確に調査をする前に結婚を承

認してはならぬということである。（結婚を望む

女性とそのワリとの関係は）血縁か否か，血縁で

あれはいかなる関係か，義理の親子関係かそれ

とも実子なのか，また，イッダ(iddah:再婚待機

期間）を経過しているか否か，（夫の）死去によ

る結婚解消か否か等を確認した上でなければ結

婚をさせてはならぬ。以上の規則を守らなかっ

た折にはキャイ・ハッサン・プサリに（職務の）

停止命令を12~アの罰金とともに下すものである。

ナイプ (naib:プンフルの代理）としての任務

を全うするに当たっては細心の注意を払うべ

し」(i±:13)

キャイ・ハッサン・プサリはテガルサリ村の村

長として，司法行政官としての任務を命じられ，

法を監督する者として結婚，離婚，相続，その他

の係争の処理を任されている。ここにあらわれた

結婚を正式なものとするための手続きは，イスラ

ーム法に則ったものである C まず，女性にはワリ

が立たなけれは結婚は成立しないが，このワリの

正当性を確認しなければならない。女性の血縁者

（こワリに立つべき者がいない場合はハキムの立場

にある者（この場合はハッサン・ブサリ）が代理を

務めなければならない。再婚の場合はその前の結

婚か正式に解消されて再び結婚できる身分にあ

るのかも審査しなければならないは14)。そもそも

「ワリー，「ニカッ-,「ワリス」，―タラク」，「イッダ」

がアラビア語起源の用語であることからも，婚姻

事項がイスラーム法に従って処理されていた，も

しくは少なくともそうすることがめさされていた
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ことは明らかである。 ただし， これにはテガルサ

リが宗教色の強い村であるという特殊な条件も考

慮しなければならない。

この訓令書からはマタラムの中央と地方の司法

上の関係も浮かびあがってくる。 マタラムは王都

スラカルタのあるナガラグン (nagaragung:直轄

領） とモンチョナゴロ (mancanagara:外領）から

成り， それに北海岸地域とプリアンガン (Prian-

gan)を支配下に閻いていた（第 1図参照）。 テガル

サリ村はモンチョナゴロに位憤した。訓令書では

死刑判決をFす権限を与えていないが， これは婚

姻，相続問題に加え，軽犯罪は現地て処理された

のに対し．璽大犯罪は王都まで持ち込まれて，審

理されていたことを示す（注15)。元来， マタラムの

支配はナガラグン地域を除いてはきわめてゆるや

かなものであったし， しかも，次の節で述べると

おり， 18世紀初頭よりマタラムの領土はオランダ

にことごとく侵食されていた。 この訓令書が出さ

れた時期に， 王国の主導のもとにイスラーム司法

し寸こ。 チルボンは16世紀の中頃興ったイスラーム

一時マタラムの支配下にあり， 17世紀末王国で，

までにチルポンは 4つの王家に分裂した。各王家

はそれそれの法律書パパケム (Papakem)を有した

が， これは1768年に編纂され，『パパケム・チルボ

ン~ (Papakem Cerebon:チルボン憲章）に統合され

た。 この『パパケム・チルボン』はマタラムの法

典を含め，数種類のジャワ古来の法典をもとにし

たものであった情16)0 この中では司法を(liアガマ

(agama:宗教法），（2)ドリガマ (drigama:世俗法），

13)トヨガマ (toyagama:試罪法）（注17)の3つの分野

に分類している。 アガマには， プラカウィス・ド

サ・キサス (prakawisdosa kisas)と呼はれる体罰

の科せられる重大犯罪，婚姻・相続問題が含まれ，

これはプンフルが審理する領域である。「ポロ・

プンフル・サカワン」 (parapenghulu sakawan. 

プンフル集団） または「ポロ・キャイ・ウクム j

(para kyai ukum 法のキヤイたち）と呼ばれる合

議体で審理がなされた。 ドリガマは 7人のジャク

が整備された地域は限られていたといえるだろう。 サから構成される合議体の「カルタ」（裁判所）に

よって審理がなされた（注18)。しかし， マタラムの司法制度は，西部ジャワの

チルボン (Cirebon)王国には確かな影密を与えて

第 1図
バタヴィア

イスラーム法裁判所がチルボンに導入されたの
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は， 18世紀の中頃であり，ジャワの他の王国と比

較すると遅い。当初，チルポンにはカルタだけが

機能していたが，新たにプンフルか裁判官に任命

され，プラトト事項がその審理下に移されたのて

ある。プンフルは婚姻官であると同時にカディと

しての役割も担うことになったほ19)。これにはチ

ルボンの司法がマタラムに倣う形でイスラーム化

したことが窺われる。先に述べたとおり『パパケ

ム・チルボン』はそれまでのジャワの法典のいく

つかを編集したものであるが，アガマ・：ドリガマ

という分類白体も，ジャワ・ヒンドゥー法典から

の引川である。もっともジャワ・ヒンドゥー期(/)

アガマはヒントゥー教のことであり， ドリガマは

ジャワ古来のもの，慣習を指していた（注20）。その

時代からアガマとドリガマは互いに補完し合も

のと考えられていたが，『パパケム・チルボン』で

も， ドリガマは尊重されるべき伝統であり，宗教

に抵触するも(/)てはなかった（注21)。「カルタ」とい

う名称，およびシャクサの 7人という数もマシャ

パヒト時代の名残であリ，『パパケム・チルホン』

には旧来のジャワ・ヒンドゥー教の影響が色濃く

あらわれていた。しかし，刑事の中でも重大犯罪

がプンフルの審理下に置かれたこと，また，裁判

での誓言をジャクサではなくプンフルが司ること

がイスラーム法に優位を与えていることを端的に

表わしている hi立1。さらに，チルボンには特別に

イスラーム法の適用を受ける特権的宗教グループ

も存在し（注23)，マタラムと同様王権力のもとにイ

スラーム化は推進された。

その他の地域のイスラーム法裁判所に関しては

必ずしも明確ではない。早くからイスラーム化し

たパシシルではいつからスランビ法廷が始まった

かは確定できないが， 1678年と1715年のオランダ

の文甚からは死刑判決がスランビ法廷で 1ヽ^ されて

ジャワ())イスラーム法裁判浙の発展

いたことが確認できる（注24)C プリアンガンではス

ルタン・アグンの時代に司法のイスラーム化が始

まったが，やはり1715年のオランダの文呂には婚

姻，相続問題をカディが審理していることが報告

されている直25）。しかし， 17,18世紀は行政組織

がまだきわめてゆるやかな時代であり，オランダ

の報告書にあらわれるイスラーム司法が行政の中

心地を離れた地域でも機能していたかは定かでな

い。また， 1針せ紀末までジャワにはまだイスラー

ム化していない地域があり，ジャワのイスラーム

化にはかなりの地域差があった。

最後に， 18世紀末頃0)スラカルタのプラドト法

廷用の法典『スルヨ・アラム』 (SuryaAlam)には

イスラーム法の影響の痕跡が認められることも指

摘しておかねばならない。この法典には裁判のあ

り方が示されており．その大部分をマジャパヒト

時代から継承したものと考えられる。この中では，

カバヤン (kabayan:村役人），プパティ (bupati: 

地方領主），ジャクサ，プンフルが司法行政官とし

て機能しており，やはりプンフルはジャクサより

も王に近い官吏として位置づけられている。また，

裁判で考慮すべき 3つの要因（トリ・ロソ・ウポ

ヨ： tri-rasa-upaya)のひとつにイスラーム法を示

す「フクム」 (hukum:神の法）を定めている。こ

のフクムの内容は小されていないが，姦通罪0)認

定の方法にイスラーム法の影響が窺える (i12610

以上述べたように、ジャワのイスラームriJ法は

ジャワ・ヒントゥー期の制度をイスラーム化する

形で成立した。この過程で，旧来の法はイスラー

ム法にとってかわられたものもあったが，宗教法

を補完する慣習法として適用され続けた。これが

プンフル法廷とジャクサ法廷が並存するという裁

判制度を生んたのてある。イスラーム法裁判所の

成立した地域は限られていたが，制度としての形
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を整えたことで，ィスラーム法が普及，定着する

基盤が築かれたことになった。

（注 1) Graaf, H.J. de; Th. G. Th. Pigeaud, 且

Eerste Mosli加 eVorstendomm切 opJava: Studii:n over 

de Staatkundige Geschiedenis van de 15de en 16de 

Eeuw［ジャワの最初のムスリム王国． 15,16世紀の政治

史に関する研究〕，ハーグ， Martinus;¥'ijhoff, 1974年，

66ページ／Pigeaud,Theodore G. Th.. Java in the 

Fourteenth Century: A Study in Cultural History,第4

巻，ハーグ， MartinusNijhoff, 1962年， 368~369,402 

ページ。

（注 2) 前イスラーム期のシャワの法律書については

次を参照a Pigeaud, Th. G_ Th., Literature of Ja凰第

1巻，ハーグ， MartinusNijhoff. 1967年， 304~308ペ
｀ゞーン
゜
（注3) Drewes, G. W. J., An Early Javanese Code 

of Muslim Ethics, 1 ーヽグ， Martinus);ijhoff,1978年．

36~37ページ。

（注4) Graaf; Pigeaud,前掲書． 66~67ページe

（注 5) プンフルについては次を参照。拙稿「プンフ

ルの植民地官僚化 19世紀ジャワの宗務官史――-

（『アジア研究』第37巻第3号 1991年6月） 29~60ペー

ジ゜
（注6) Hoesein Djajadiningrat, Tinjazィan Krills 

tentang Sajarah Banten:『ハンテン史；の批判的考察‘,

ジャカルタ， PenerbitDjambatan. 1983年（オランダ語

版は， CritischeBeschouwing van de Sadjarah Banten: 

Bりdrageter Kenschetsing van de ]avaansche Geschied-

schrりving,ハールレム， Enschede,1913年）／Graaf.

Pigeaud,前掲書， 122~124ページ，なお｀ シャワにイ

スラームを広めるのに功禎のあったとされる―九聖人一

の1人，スナン・カリショゴ(SunanKalijaga)の kali

もqadIの転訛とも伝えられる (Graaf;Pigeaud,同上書`

67ペーシ）。しかし，「九聖人」の時代 (15世紀後半から

16世紀前半）にイスラーム法裁判所か存在したことをホ

す資料はまだ見当たらない。

（注 7) 16世紀末，バンテンを訪れたオランダ人はパ

セバン (paseban:普通は謁見所のことであるか，当時

のハンテンでは宮廷前の広場をさしたようてある）て民

事に関する裁判が行なわれているのをll撃している 3 し

かし， これはカリが司るものてはなく，直大な刑事犯罪

を扱うカリ法廷は別の場所て行なわれていたと考えられ
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るが， ここにも記述はなし入 Kern,RA., "Javaansche 

Rechtsbedeeling" Lシャワり）司法〕． Bりdragen tot de 

Taal-, Land-en Volkenkunde mn Neder!andsch-

Indii;第82巻第2• 3号， 1927年， 417~421ペーシc

（注8) Pigeaud, Theodore G. Th., Islamic Stateさ

m]al'a151)()-17位ハーグ， ~1artinus'.'lijhoff, 1976年．

哀～51ページ。

直 9) Kern,前掲論文， 379~382, 386ペーシa

（注10) 同上論文 383ページ。

（注11) 同上論文 402ペーシ。

（注12) ブサントレンとはイスラームについて学ぶ寄

宿制の学校のことてある c 当時テカルサリ村のブサント

レンはシャワ全土から生徒を引きつけていた。プサント

レンに関しては次を参照。拙稿「19世紀末のジャワのイ

スラーム教育とプサントレン」「アシア経済；第29巻第

10号 1988年10月） 2~21ペーシ。なお，プルディカン

は聖墓・王族u)墓の管理，またはプサントレンの運営等

宗教的な理由て王に免税特権を与えられた付のことてあ

る。

（；主13) Kern,前掲論文， 435ペーシ。この訓令書は

中期シャワ語で書かれている。文中の「レア）レJ は当時

またジャワで流通していたスペインのレアル銀貨をさすC

（庄14) イスラーム教徒の離婚か成立するまでにはい

くつかの手続きを経なければならず， これが間違いなく

行なわれるために婚姻官の指導が行なわれる。また，女

性か再婚する場合は一定の待婚期間を経なけれはならな

いこれかイッダてあるか，その前の婚姻解消か夫の死

亡によるものか，それとも離婚によるものかによって期

間は異なる。

（注15) 実際，ナカラダン以外では，各地域のシャク

サか旧来のパトゥ事項を処理していた， Kern,前掲論文，

383, 425ペーシ。

（注16) 同上論文 320~321ペーシc

（注17) トヨガマぱ王が特別に課すものて；水を用い

て行なわれた。同上論文 332~334ペーシ。

（；主18) 同上論文 328~330, 334ペーシ 3

（注19) 同上論文 328~329, 338ペーシ3

（注20) 同上論文 384ペーシc

（注21) 同上論文 334ページ C

（；主22) 同上論文 330~331ペーシc

（注23) 同上論文 335~336ペーシc

（注24) 同上論文 413~414ペーシc

（注25) 同上論文 350ペーシc
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（注26) 『スルヨ・アラムJは最初デマク時代に編慕さ

れたが，マタラムの宮廷文学士ヨソディプロ I世(Yasa-

dipra I, 1729~ 1802年）によって改絹された c’スルヨ・

アラム』にはいくつかの翻訳があるが．本稿ては次を使

用した。 “Translationof a Modern Version of the 

Suria Alem," Thomas Stamford Raffles, T加 History

of Java,シンガポール， OxfordUniversity Press, 1988 

年， AppendixC。トリ・ロソ・ウポヨとは.3つの判

断」と訳せる。フクムの他のふたつは，プリンタッ (pe-

rintah:王の命令）とカスサハン (kasusahan:人民か王

侯の決まりから受ける困難な事情）てある。イスラーム

法では姦通罪の成立には 4人の証言を必要とし．それか

立祉されない場合は中傷罪か科せられる。つスルヨ・ア

ラム』では，次のように規定されてし 1 る。―....,•もし 4

人の男か一致した証拠もなく，女を姦淫で非難した場合

は，彼らには死刑が科せられるべきてある ・・・・・ 'Jo

II ヨーロッパ司法の導人とイスラーム

法裁判所

ジャワの司法では1600年前後からイスラーム化

が始まったが，ほぽ同じ頃からジャワには全く異

質のヨーロッパ司法が導入され始めた。

香料諸島との貿易独占を狙って1602年にオラン

ダ東インド会社 (VerenigdeOostindische Compa-

シャワのイスラーム法裁判所の発展

gnie :以下VOEと略）を設立したオランダは，ジ

ャカトラ (Jakatra: 1619年にハタヴィア〔Batavia:

と改名）に本拠を置いた。当初voeの関心は商業
上の権益に限られており，バタヴィアおよびその

周辺地域 (Ommelanden)に統治権を行使するのみ

てあった。 VOEの社員のための司法機関として

1626年法務院(Raadvan Justitie : 1798年に高等法

務院〔HoogeRaad van Justitie〕に改組）が設置さ

れ， VOEの社員以外のヨーロッパ人のためには

陪審法廷 (Collegevan Schepenen)が設けられた。

ジャワ人との接触はまだ少なく， voeの司法は
もっぱらヨーロッパ人を対象としたものであった

が，陪審法廷はバタヴィア要塞近辺の中国人，ジ

ャワ人に対する裁判権も有していた（注1)。1677年

VOEはマタラムと協定を結び，マタラム国内在

住の外国人を VOEの司法下に置いた（注2)。マタ

ラムの主権か侵される第 1歩であったが，まだシ

ャワ人の司法にオランダが介入するという事態に

は至らなかった（第2図参照）。

香料貿易の利益が薄くなった 18世紀初頭から

VOEは植民地経営に乗り出し， voeの支配下に
人った地域では若干の変化がもたらされた。 1737

バタヴィア

1619 

第2図 シャワ島の柏民地化
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年，北東海岸地域はマタラムとの協定で VOEの

司法下に編人され，さらにマタラムの継承戦争に

乗じて VOEに割譲された（注3)。1747年，その中

心地のスマラン (Semarang)にジャワ人の民事・刑

事を審理するための裁判所，ラントラート (Land-

raad)が設置された。オランダが設けた最初のシ

ャワ人を対象とした裁判所である。これはオラン

ダ人の政務官(gouverneur)とこの地域の 7人のレ

ヘント (regent:県知事），ならびに検察官としてジ

ャクサ，そのほかオランダ人書記，ジャワ人書記

で構成された，オランダはこのラントラートの依

拠すべき法典として『コンペンディウム』 (Com-

択ndium:法律大要）を1750年に編纂した。これに

はll1法機構と刑罰規定のほか，イスラーム教徒の

結婚，離婚，相続に関する法と慣習が組み込まれ

た。注目すべきことは．オランダか？コンペンデ

ィウム』を編纂する際に，ジャワ人のイスラーム

法の根拠となるキターブ(kitab:イスラームについ

て占かれたアラビア語の1取書）として『ムハッラル』

(Muharrar)を引用したことである。これは当時の

ジャワでは最も重視されていたキターブ0)ひとつ

てあり，オランダ人の編纂になる法典ぱオーソド

ックスなイスラームに傾斜したものとなった。た

だし，刑法からはその影響は取り除かれた。プン

フルはラントラートの構成員には任命されなかっ

たが，こ(/)『コンペンディウム』は家族法の問題

に関してはプンフルが裁判官として審理をするこ

とを規定しており，既ffのイスラーム法裁判所の

機能を確定することにもなったhi4）。また，小さ

い係争は県 (regentschap)のジャクサに任され

た(it 5)。

この他，オランダによる領土の侵食（こともない，

マタラムのIIl法権は次第にせばめられる一方，ジ

ャワの司法に対するオランダ(/)介入は部分的に行

24 

なわれた。チルポンでは， 1688年以降，オランダ

人レシデント (resident:理＊‘官）が王のIilる上級(})

裁判審理に同席するようになった。レシデントが

体罰刑の緩和を行なったり，死刑判決にはバタウ

ィア政府の承認を必要とするなど，刑事罰に影響

が出てきた。チルボンでは導入の遅れたプンフル

法廷は，廿初よりオランダの管理下にあった(ii'.6) 0 

また， 1705年にマタラムとの協定によって voe
の支配ドに入ったプリアンガンでもプンフルの小

す死刑判決はレシデントの承認なしには執行され

なかった，しかし，それ以外はマタラム時代と恋

わらす．ほとんどの審理は県単位でジャクサにfr.

されていた（注7)b

ラントラートの設置されたスマランには，ョー

ロッペ人対象の法廷として法務院も新設された。

結局，ジャワ到来背初よりオランダはヨーロッパ

人に対する法廷と，ジャワ人に対する払廷を区別

し，司法の二重制度という形態をとったのてある。

オランダが従来のジャワ Iij法に介入したのは唯＾

イスラーム法に基づく刑事罰の分野であった（注8)。

これはその関心が治安にあったことにもよるが，

イスラームの刑法を残忍とするキリスト教的優越

意識が少なからず作用したと考えてもよい。しか

し， もともと VOEには領十を支配する意志も能

力もなく， 1799年経営不振で解散されるまで，ジ

ャワ0)，り法には例外的にしか介人しなかった。一

方，この闇，マタラムは度重なる継承戦争や政治

的動乱にオランダの介人を許すことになり，スラ

カルタ 0)ススフナン (Susuhunan)家，マンク・ヌ

ゴロ (MangkuN egoro)家，ジョクシャカ）レタ (Jog-

Jakarta) 0)スルタン (Sultan)家の 3つに分裂させ

られ，マタラムは消滅した。

VOEの領土はそのままオランダ政府に引き継

がれたが，ダーンテルス (Daendels:1808~ 11年オ
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シャワのイスラーム法裁判1祈0)発展

第 1衷 ダーンデルス時代の司法制）斐

ヨーロッパ人対象
て‘-,

絲等法務院(HoogeRaad van Justitie) 

法務院(Raadvan Justitie) 

陪審法廷(Collegevan Schepenen) 

ジャワ人対象

巡回裁判所(AmbulantGericht) 

ラントラート (Landraad)

地方裁判所(Landgericht)

治安裁判所(V冗 degericht)

（出所） Encyclopaedie 11(Jtl N('(l€rlml(lS(,h 0ostIndi且第5巻，ハーグ／’レイデン，
Brill, 1919年に基つき箪者作成。

ランダ東インド総督）によって， voe時代の司法

機構はかなり改編された（第1表）。まず，スマラ

ンの法務院が分割され，スラバヤ(Surabaya)にも

設置された。バタヴィアの高等法務院はその上級

審に位間つけられた。また，ラントラートも新た

にスラバヤ，チルホン，アニェル(Anyer:ハンテ

ン）にも設けられ，項大犯罪の審理を｝Il‘'iした。

加えて，ジャワ人の民事・刑事のために， 3種類

の裁判所が新設された。州長官 (prefect)，レヘン

ト，プンフル，検査官 (opziener)から構成される

巡回裁判所(AmbulantGericht)かバタヴィアとプ

リアンカンに配備され，ラントラートとほほ1,,Jし

構成の地方裁判所(Landgericht)が各朴Iに，レヘン

トとプンフルで構成される治安裁判所 (Vredege・

richt)か各県に配備された。地方裁判所てはシャ

クサが検察官であるのに対し，プンフルは顧問に

すぎなかった。治安裁判所は婚姻，傷害，未決済

問題を扱い，地方裁判所はラントラートと治安裁

判所か扱わない間題を担当したhi▲.9し地方の司法

組織か案出され， IIl法の統一，中央集権化かはか

られた(/)である"

ダーンテルスは本教問題に関しても，次I/)よう

な訓令，規則を出し，イスラーム法の適用範囲を

明確に示している。まず，バタヴィアには「非キ

リスト教徒の宗教，婚姻，相続に関する問題の調

査，解決には，その法律，慣習か遵守され，判決

においてはそれを基本としなければならない」と

指令している（注IO)。また，北東海岸地域には，婚

姻，相続に関する訴訟は地方裁判所ではなく，「上

級司祭」 (opperpriest:プンフル）に任せるように

指令した。しかし，シャクサが検察官でプンフル

は単なる顧間としての役割しか与えられていない

地方裁判所をその控占審に位置づけた。しかも，

レヘントにプンフルの活動を監督させ，プンフル

か政治に関わらないように指示している（注11)。同

様にチルホンに対しても，婚姻・柑続・宗教制度

に関する問題の控訴はラントラートヘ持ち込むこ

とを定めている (iil2)。さらに，ダーンデルスは窃

盗罪に科せられるf足0)切断を禁じ，イスラーム

の刑法をさらに制限した liU3)。

シャワ人の司法に関してダーンデルスが出した

この一連の指令，規則は，のちにオランダが本格

的に植民地経営に乗り出した際のシャワ人の宗教

問題に対する政策の原型となっている。すなわち，

婚姻・柑続問題という民事にはオランダは介人せ

ず，原住民l]-Kであるレヘントの監督下でプンフ

ルに処理させるということであった。スランビ法

廷は，その他の民事，およひ刑事全般に対する審

理権を剥奪され，しかもラントラート9.t也方裁判

所の下級審に位置づけられた。ダーンテ）レスは行
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第2表 ラッフルズ時代の,i]法制度
~. 

3 大港—-·-~-~..... _L.. 内陸部
最高裁判所(SupremeCourt of Justice) 

裁判所(Courtof Justice) i 巡回裁判所(Courtof Circuit) 
泊願裁判所(Courtof Requests) 

治安判事法廷(Benchof Magistrates) 

州長官裁判所／ラントラート

(Landdrost's Court/Landraad) 

理事）•I1 裁判所 (Resident's Court) 

郡裁判所(Bupati'sCourt/District's Court) 

分州裁判所(Division'sCourt) 

（出所） Raffles, Thomas Stamford, History of](1va,シンガポール， OxfordUniver-

叫ityPress, 1988年， AppendixDおよび第 1表の出所と同しものに基づき筆者作成。

政機構整備においてもジャワ人首長の権限を弱体

化させたが，ここでオランダは支配者としての姿

勢を前面に出したといえよう。

オランダ本国の混乱で， 1811年から16年までジ

ャワは一時的にイギリスの支配下に入った。この

時期に植民地経営を推進したシャワ副総督のラッ

フルズ (ThomasRaffles)はダーンデルスが先鞭を

つけた司法改革をさらに大幅に進めた（第2表）。

ラッフルズは高等法務院と陪審法廷を廃止し，

バタヴィア，スマラン，スラハヤの 3大港に，哉

判所 (Courtof Justice :バタヴィアには最底裁判所

〔SupremeCourt of Justice〕），小事件のための請

願裁判所 (Courtof Requests)，さらに軽犯罪を扱

う治安判事法廷 (Benchof Magistrates)を配備し

た。これらの裁判所はその町の住民すべての民事

および刑事上の裁判事件を処理するもので，人種

による司法の区別を廃し， •本化をはかった。ヨ

ーロッパ人は例外を除いて 3大港以外には居住を

許されなかったため，内陸部の司法はもっぱらジ

ャワ人を対象とした。死刑に当たる告訴事件は巡

ILJ]裁判所(Courtof Circuit)が審坪を担当し，これ

は裁判所(Courtof Justice)の判事l名と陪審員か

ら構成された。その他の重大事件は理事州裁判所

(Resident's Court)が担当し，ここではヨーロッパ

26 

人レシデントが単独の裁判官であり，ブパティ

(bupati:以前のレヘント）数人が補佐をし，検察‘臼

はジャクサが務め，ジャクサとプンフルは法の解

説にあたった。郡裁判所(Bupati'sCourt)ではプペ

ティがジャクサとプンフルの補佐を受けて民事の

みを扱い， 20戸から50にに関する係争巾項を処理

し，分州裁判所(Division'sCourt)ては分）小1の首長

ヵ浦犯罪， 20仁までの民事を担当した。ラッフル

ズは直接統治の形態をめざしていたが，ブパティ

に刑事上の権限が与えられなかったことはその権

威をさらに弱体化させた。また，イスラーム法裁

判所に関しては何も規定を設けず，イスラーム法

裁判所をほとんど無視し，しかも理・#小11裁判所に

おいてプンフルを単に意見を述べるたけの顧問と

して法的権限を与えなかったほ14)。

ジャワ王の権限に対してはラッフルズはオラン

ダと同じ縮小政策で臨み．西部ジャワ 0)バンテン，

チルホン王家を廃止し．その領地を直轄植民地と

した。さらに， ジョクジャカルタ家からパクアラ

ム (Pakualam)家を分立させ．スルタン家を弱体

化させた。

ラッフルズの改革が軌道に乗る前にイギリスは

ジャワを去らなければならなかった。しかし，ラ

ッフルズの案出したd]法機構はジャワに戻ってき
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たオランダによって多少の変更が加えられただけ

で引き継がれた。ヨーロッパ司法の導入により19

枇紀の初頭までに，イスラーム法故判所は刑法の

分野に決定的な打撃を受けた。これは植民地支配

によってジャワ人の主権が侵食されていく過程の

一環であった。その一方，民事の婚姻・相続の分

野ではイスラーム法を尊菫し，ジャワ人の‘ぷ教感

情を害さないようにする配慮かなされた。しかし．

イスラーム法裁判所が制度として認知されなかっ

たことは，オランタの植民地行政機構整備の過程

てイスラーム法裁判所が19ttt紀木まで司法機関と

して認知されなかった誘因ともなった。

19世紀初頭までのオランダの文献にはプンフル

を表現するオランダ語に， “priest"（僧侶， Iil祭）．

"gcestelij k"（叩職行）， ‘‘paap"（法王）などの品か

あてがわれているが，これはオランダ人がプンフ

ルをカトリックの叩職者と同様0)類と理解してい

たことをポしているは15)。プンフル法廷は川俗と

宗教を分離して考えるオランダ人の理解する裁判

制度にはなじまないものであり，オランダの構想

する司法行政から締め出されたのである。

（注 1) buyclo/){1edie van Nl'dcrl11ndsch 0(）、,1-lndi'-',

第5巻，ハーグ／レイテン． Brill,1919年， 559ページ。

（注2) Kern,前掲論文， 384~385ペーシc

（注3) Inl 1_99繭文 388ペーン99

（注4) |nl I "倫文 410~411, 414ヘーシ。『コンヘン

ディウム』の相続に関する項は次の節て述へるとおり，

19世紀には法制化され．シャワ0)イスラーム教徒の相続

f続きのスタンダードとなった99

（注 5) 199l |．函文 412ペーシ

（注6) |99l |.，誦文 339~34(）ベーシ，

（注7) |,il l：論文 357~358ページ。

（注8) |，il_K論文 333, 359~362ペーシ。

（注9) Enc_vclopaedie・・・・",:i61~562ページ，^

（注10) "lnstructie voor den drossaard over de 

Bataviasche Ommelanden, 17 Mei 1808, art. 4,1" 11808 

年5月17H付バタヴィア周辺地域州長'[f宛U)，，III令44条〕．

ンャワU)イスラーム1KI戊判所の発展

および ‘'Maniervan perocedeeren in crimineele en 

civiele zaaken voor den drossaart over de Batavia-

sche Ommelanden en deszelfs assessoren, 17 Mei 1808, 

art. 2" (1808年5月1711付(/)バタヴィア州長官ならびに

陪席判申宛の刑事・民巾番理マニュアル 2条〕（Neder-

brugh, J. A., "Priesterrechtspraak in Nederl.-Indiせ”

：オランダ領東インドのdj祭裁判所：所載， Weten Adat, 

第2径 (1897-1898), 2 ~ 3ページ。

Wei I) "Organisatie van het bestuur van Java's 

Noord-Oostkust, I September 1808, art. 64, 73" [1808 

年9月 1H付シャワ北東海岸行政組織64条． 73条］，

"lnstructie voor de regenten in het voormalige gou-

vernernent van Java's Noord-Oostkust, 27 September 

1808, art. 12" (1808{f 9 JJ27l:::I付Illシャワ北中海岸政府

組織諸レヘントに対する訓令12条〕（Nederbrugh,「5]上

論文所載． 3~4ページ）。

OU2) "Reglement op het beheer van de Cher-

1bonsche Landen, Fehruari 1809" 11809年2月チルホ

ン地域の行政に関する政令］ （同上論文1折載 4 ~ 5ペー

シ）。

（注13) Kern.前掲論文， 414~415ページ。

hi.］4) Raffles, fli鳴り． AppendixD/ J,,'n叫 0砂

die・・・・・・, 562~563ペーシ，

（注15) オランダ人がプンフルや｛也のイスラーム知識

人をどのような名称で呼んたかについては次を参照っ

Steenbrink, K. A., "Priests, Popes and Penghulu's: A 

Review of Dutch Names for Indonesian Muslim 

Leaders," Gerrit Schutte; Heather Sutherland糾

Pa加rsof the Dutch-Indonesian Historical Conjerence: 

Held at Lage i分mrsche,The Netherlands 23—ど7June 

1980, レイデン／シャカルタ, Bureau of Indonesian 

Studicも， 1982年， 85~97ベーシ。

III 初期植民地支配下のイスラーム法

裁判所

1816年．オランダは再びジャワに戻り．本格的

な植民地経営に乗り出すことになった。しかし，

ダーンテルス，ラッフルズの改革にり1き続く諸変

化でジャワ社会は混乱し． 1825年ジョクジャカル
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タの王位継承問題に端を発したジャワ戦争が起き ク・プウォノ (PakuBuwono)を継承していること

た。オランダのジャワ司法への介入に反対するプ からもわかるように， 4王家の中でも最有力であ

ンフルなども反オランダ軍に加わり戦闘を激化 り，マタラムの司法制度の原型を最も忠実にとと

させたが（注 l)，オランダは武力てこれを鎮圧し． めていた。

1830年にジャワ戦争は終結した。この結果，王家 1. オランダ直轄領の司法制度

は最後のモンチョナゴロ地域をオランダに割譲さ

せられ，スラカルタとジョクシャカルタの11焚領

(Vorstenlanden: 11::1ナガラグン地域）のみで名日L

の自治権が与えられた。オランダの覇権が確立し

たのである。

さて，オランダの政策は順次発布された「オラ

ンダ領東インド法令」 (Staatsbladvan Nederlan-

dsch Indie:以下Stb.と略）を始めとする種々の法

規に見ることができる。この Stb.はオランダ領

東インドの法律と手続きを法制化したものである。

しかし，王侯領はオランダ直轄領と異なり， Stb.

が適用されなかったりもしくはごの地域のみの別

個の Stb.か出された。オランダ直轄領てはオラ

ンダの案出した植民地支配体制に沿うように司法

制度が整備され，一方，王侯領ではヨーロッパ司

法の導入が抑えられ，マタラム時代の司法制度が

ほぼそのまま維持された。そのためここては19柑

紀前半，初期植民地支配下の司法制度をオランダ

直轄領と王侯領に分けて論じる。なお，王侯領か

らは特にススフナン家の司法制度を取り上げる。

ススフナン家は‘り主がマタラム］—-国以来の称号パ

イギリスが去ったあと，オランダはまず，ヨー

ロッパ人とジャワ人に対して別々の裁判所を設け

ていたかつての二重司法制度を復活させた (Stb.

1819年20号，第3表）。ジャワ人を対象とした裁判

所としては，ダーンデルスとラッフルズの案出し

た行政区画に従った地jj組織である県裁判所(Re-

gentschapsgerecht/Regentsraad) と郡裁判所 (Dis・

trictsgerecht/Districtsraad)｛注2)が配置され，各行

政首長がこれを司った。審理する係争事項は郡裁

判所は2(）に未満，県裁判所は20ゲから5(）にまでの

民事および軽犯罪であった。ラントラートはラッ

フルズ時代の理事州裁判所であるが，必ずしも各

州にひとつとは限らなかった。ラントラートは徐

々に増設され， 1848年までに55カ所に配備されて

おり，その年にさらに 7カ所に新設された (Stb.

1848年15号）。ラントラートはジャワ人およびこれ

と同等とされる者（中国人，他の束イント系住民）

を対象とし，また中国人とヨーロッパ人との訴訟

も扱った。審理する係争事項は50}と以上の民事と

刑，#犯罪であった。ラントラートではオランダ人

レシテントが裁判窮てあり，ジャクサは検察官，

第3表 1819年オランダ直轄領の司法制度
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‘̀ 
ヨーロッハ人対象 ！ 

---

シャワ人対象

蘭印齢婦裁判所(Hooggerechtshofvan Nederlandsch-Indie) 

法務院(Raadvan Justitie) 巡回裁判所(Rechtbankvan Omgang) 

理事州裁判所(Residentiegerecht) ラントラート (Landraad)

（出所） Stb. 1819年20号より筆者作成。

県裁判所(Regentschapsgerecht)

郡裁判所(Districtsgerecht)



1993060031.TIF

プンフルは顧問にすぎなかった。郡裁判所の控訴

審は県裁判所，さらにその控訴審はラントラート

と位附づけられた。ラントラートで解決をみなか

った問題は，ヨーロッパ人を対象とした高等裁判

所である法務院 (Raadvan Justitie)へ送られた。

さらに，バタヴィアの蘭印最高裁判所 (Hoogger-

echtshof van Nederlandsch-Indie) も，ョーロッパ

人， JI：ヨーロッパ人双方の訴訟の大審院として位

渭づけられていた。重大犯罪を審理する巡回裁判

所 (Rechtbankvan Omgang)は管轄IX域が4つに

分けられ，それぞれの区域の中ではバタウィア，

スマラン，マディウン (Madiun)，スラバヤに裁判

官が駐在し，各区域の要所て開廷された。巡皿裁

判所が開廷された町はラントラートが配備された

所とほほ一致する。

このような司法組織は， 1848年に「司法行政機

構法」 (Reglementop de IくechterlijkeOrganisati(_'.) 

が制定されたことで制度的にほぽ元成した。さら

に同じ年に，司法行政に関する一連の法令が出さ

れたことによってオランダ式の司法制度がオラン

ダ法によって運営されるという内実が伴うことに

なった。この中ても，ジャワ人に関わりがある 0)

は「原住民取締法」 (InlandschReglement)と呼は

れるもので，ごれはジャワ人官吏の警察権と司法

権を定めた法てある。ジャワ人はril法上もレヘン

ト（県知事）の監督下に置かれることか再確認さ

れた。

以上述べたような植民地司法行政機構が整備さ

れる過程で， イスラーム法裁判所やイスラーム法

はどのように扱われたのであろうか。先に触れた

ジャワの司法に関する最初の規定である Stb.1819 

年20号て，各裁判所は制度化されたか，ここては

イスラーム法裁判所については一目も触れられて

いない。イスラーム法裁判所はオランダ語てはプ

ジャワのイスラーム法裁判所の発展

リーステルラート (Priesterraad:.,]祭裁判所）とい

う言葉があてかわれたが，この用語は19世紀前半

の法規の中にはまだ登場しない。それを補うよう

に宗務官吏として植民地支配機構の中に編入され

たプンフル（オランダ語ではしばしば“priester’'）の

職務の中にイスラーム法に基づいた裁判に関する

規定があるだけである。まず， Stb.1820年22号13

条でレヘントの職務0)ひとつに「イスラーム教徒

の宗教事を監督すること。かつ『司祭』（＝プンフ

ル 引用者）が婚姻・相続等の問題ではジャワ

人の道徳と慣習に従って任務を遂行するように監

督すること」か義務づけられている。これは漠然

とした規出であり，レヘントに係争の処理を委ね

た形となっている。ジャワ人の民事や刑事を扱う

ラントラートやその控訴審である法務院に対して

は，ジャワ人の宗教・慣習に従って審理を行なう

ごとを定めているが，「これらの法が公正さや法

的妥当性として認められた原則に反しない限り」

という条件付きである (Stb.1825年42号）。先にも

述べたようにジャクサとプンフルもラントラート

に召喚されるがオランダがジャワ人同士の民事

係争に介人する余地は残されたのである。また，

バタヴィア州では，すべての示教上の係争，婚

姻，相続，埋葬の問題は郡裁判所に委ねられた

(Besluit van den Kommisarris-Generaal van 12 

Maart 1828 No. 17 : 1828年3月12日第17号バタヴィ

ア州K官決定）｛汁3）。これはイスラーム法裁判所の

機能を郡裁判所に肩代わりさせたものであり，イ

スラーム法裁判所の存在を抹消しようとしたふし

さえ窺える。

その一方．オランダは裁判で判断の拠り所とな

る法の整備には早くから着手した。 1750年に編纂

された『コンペンディウム』の中から遺産相続規

定の部分を法制化し (Stb.1828年55号），イスラー
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ム教徒独自の相続規範を保証した。これは63項目

からなる細かい規定で，イスラーム教徒の複雑な

遺産相続方法を明確にした。さらにこれを再確認

するかのように， Stb.1825年42号を補足するもの

として，「原住民固打の，もしくは宗教的な法，慣

用，慣習は，ヨーロッパ人およびこれと同等の者

のために定められた法規定と相違かある場合は，

維持される」という条項か付け加えられた (Stb

1832年29号）。

このように，オランダはジャワ人の宗教問題に

若干の配慮を示しながらも，イスラーム法裁判所

を制度的に認知しなかった。また，プンフルの権

限を保証しないばかりでなく，時にはイスラーム

法裁判所の機能を他の裁判所に代行させることで，

プンフルの活動をいちじるしく制限した。要する

に，オランダはイスラーム法裁判所の重要性を充

分認識していなかったのである。当然このような

オランダの政策は司法の現場で行き詰まり，それ

はオランダにイスラーム教徒のための裁判に関す

る規定を設けることの必要性を痛感させた。イス

ラーム法に従って審理を行なう裁判に関する最初

の規定は Stb.1835年58号であるか，これが公布

されるまでには，ラントラート，法務院，最高裁

判所，オランダ東インド総督の間で文内で協議か

繰り返された。このやり取りはさtb.1835年58号

関係文書」 (Stukkenbetrekkelijk Staatsblad 1835 

No. 58)としてオランダ人オリエンタリスト，ネー

デブルフ (Nederburgh)の論稿万オランダ領東イン

ドの司祭裁判所」の中にそのままの形て収録され

ているが叶4)，以下この文書から Stb.1835年58

号が制定されるに至った経緯を見てみたい。

Stb. 1835年58号制定のきっかけは 2件の遺産相

続をめぐる訴訟であった。

(1) プカロンガン (Pekalongan)の1主人シンゴ・

30 

ディロノ (SingoDirono)のケース

IイI シンゴ・ディロノは，遺産相続に関するプ

ンフルラート（イスラーム法裁判所）（注 5)の示

した判決を不服とし，これに従わなかったと

ころ，財産分割を要求する 2人の共同相続人

によってラントラートヘ訴えられた。ラント

ラートは相続問題に関する判断を避けたか，

プンフルラートか財産分割の命令を出し，差

押えを執行することを妥当と認めた (1833年

7月30日）。これに不服のシンコ・ディロノは

スマランの法務院へ控訴し，法務院はラント

ラートのこの件に関する審理権を否定し，プ

カロンガンのラントラートの判決を無効とし

た (1833年9月16日）。（Vonnisdefinitief in de 

zaak in appel hangende voor den Raad van 

J ustitie te Samarang :スマラン法務院審理にお

ける確定判決）

口 法務院はシンコ・ディロノに対して，政府

に調停を要請することを勧告する一方，シン

ゴ・ティロノは一時的にプンフルラートの判

決に従う以外はないとも判断した。また，法

務院は最高裁判所にこの件に関する調査委員

会を設置し，その報告をもって最終判断を下

すことを提案した (1834年6月24日）。最高裁

判所は総督に対し，スマランの法務院がラン

トラートの判決を無効としたことを不適切で

あると述べ，シンコ・ティロノの件で政府が

仲介をする必要はなく，シンゴ・ディロノ｛こ

はプカロンガンのプンフルラートの判決に従

うしかないことを知らしめるべきてあると助

』した。 (:¥-Iissivevan het Hooge Gerechtshof 

1834.9.15)l'o. 346:最高裁判所文書1834年9月

15日第346号）

（ハI 同時に，最高裁判所はスマランの法務院の
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提案を拒否。また，スマランの法務院かジャ

ワ人の相続問題に関する審理権はプンフルに

あり，ラントラートには関与する権限がない

と判断したことにも修正を求めた。 (Missive

van het Hoogc Gerechtshof 183,t. 9. 15 No_ 317: 

最r'沿裁判所文因1834年9月151::l第:{47号）

（二） 政府はシンゴ・ディロノの件に仲介する必

要はなく．シンゴ・ディロノはプカロンカン

のプンフルラート判決に従わなければならな

し)とした。 (Resolutil、vanden l October 18:H 

No. 25: 1834年10月1日決定25号）

以上の経緯からわかるように，オランタ人官吏

の間の見解の相違も混乱を引き起こす原因のひと

つであったが，この訴訟にはイスラーム法裁判所

に関わる問題、＇はが浮き彫りにされている。ます，

イスラーム法裁判所は制度的に認められていない

が，実際には機能している。しかし，プンフルに

は何ら法的権限かないためにその判断を確定す

るものはなく，執行の主体が定まらない。プンフ

ルを監竹する立場にあるレヘントの県裁判所は

50に以上の民事は扱えず，額の大きさによっては

イスラーム法裁判所の審理に介入することはてき

ない。また，オランダ人か裁判官を務める法廷て

はイスラーム法に関わる問題に判断を下すことに

は無理がある。シンゴ・ティロノ(/)』訟から少し

遅れて，次の遺産相続問題が総督に訴えられた。

(2) スマランの仕人マス・ティスノ・ディ・ウ

ェリオ (MaasTisno Di Werio)のケース

（イ） マス・ティスノ・ディ・ウェリオは，共同

相紬人の訴えによりプンフルラートから分与

財産の賠償返還を命じられ，これを不服とし

てラントラートに控晶した (183,1年5月2411）。

（口） ラントラートは，プンフルラートの判決を

控訴審で審理する権限はないと官言した0-

ジャワのイスラーム法裁判所の発展

方，プンフルラートはイスラームの相続法に

従って相続の分類とか分配のみに権限があり，

それから化じた民事には関与することはでき

ないと判断し，プンフルラートの判決を実行

する必要はないとした。 (Proces-verbaalen 

beschikking v.d. Landraad tc Semarang 1834. 

6.7:スマランのラントラートの審理記録1834年

6月7H) 

Iハ） マス・ティスノ・ディ・ウェリオはラント

ラートが審理を拒否したことを不服とし，総

督に嘆願』を提出した。

(.::.) この件を審議した最高裁判所は，総督にマ

ス・ティスノ・ティ・ウェリオに対しては，

彼の相続問題について政府が介入する根拠は

ないことを通知することを助[iした。同時に，

遺産柑続の当事者に判決執行を迫る権限につ

いてぱ今まで論議されてこなかった点を改め

て認識し， Stb.1820年20号13条に，婚姻・相

続問題に関する係争ではプンフルが裁判を行

ない，さらにその裁判の執行を確実にするた

めに，その裁判から生しる返済・支払の民事

はすべてラントラートに持ち込まれる、とす

る補足が必要であることを具申した。 (Miss-

ive van het Hoag Gerechtshof 1835.5.18 No. 

206:齢高裁判所文内1835年5/ J 18日第206号）

（ホ） 政府はマス・ティスノ・ディ・ウェリオの

件に関しては最高裁判所の助言を受け人れる

と同時に，プンフル法廷の控訴審になるよう

な刀肝職者裁判所」をジャワの 3つの要所に

作る必要があるかとうかについて最絲裁判所

の助言を求めた。 (Resolutievan den 15 Jul!J 

1835 No. 20 : 1835年6月1511決定20号）

（"-) この要請を受けた最高裁判所は，「今のと

ころ特別な『聖職者裁判所』か必要な状況に

3I 
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はない，そのような裁判所の設屑は世俗的問

題に関して『聖職者』がすでに持っている非

常に大きな影響力をさらに増大させることに

なる」とし，ジャワの 3つの中心地に！聖職

者裁判所」を設置する必要はないと，助再し

た。 (Consideratien en advies van het Hoog 

Gerechtshof aan den Gouv. Gen. 1835. 8. 12 

No. 336:最高裁判所の総督宛の提言1835年8月

12日336号）

（卜i結局，政府は最高裁判所の助言に従い，以

下の決定を下した。

(i) ジャワ人の遺産相続に関する問題で，プ

ンフルラートから控訴できる―聖職者裁判

所」をジャワの 3つの中心地に設置する必

要はない。

(ii) 婚姻，遺産相続の問題に関してはジャワ

人の間では頻繁に係争が起きる。これらの

問題はイスラーム法に従って解決されねば

ならず，「喫職者jが裁判を行なわなければ

ならない。しかし，その裁判から生じた支

払に至る民事は，裁判を遵守し、かつその

実行を確実にし．執行するために通常の裁

判所に持ち込まれる。 (Resolutievan den 7 

December 1835 No. 6: 1835年12月7日決定

6号）

これは遺産相続の分配に関してはイスラーム法

裁判所が判断を下す権利を持つが，執行はラント

ラートに委ねるという妥協案であった。しかも，

制度上は認められていない裁判所の機能を既成事

実として受け人れるという矛盾を卒んでいた。さ

らに注目すべきことは，オランダ人官吏の間では

イスラーム法に関する最終判断を下す裁判所の設

置がすでに上程されていたことである e この提案

に対して最高裁判所は強く反対している。これは，
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ジャワ人訴訟の現場ではイスラーム法裁判所の整

備の必要性が痛感される反面，バタヴィアの政府

中枢部ではまだイスラームの政治的影響力に対す

る懸念を捨てきれず， しかもイスラーム法裁判所

を制度化することなしに問題が統御てきるという

認識であったことを示している。

1835年12月7日決定6号の第2項は Stb.1835 

年58号となり，これは1848年の「司法行政機構法一

の中に挿入された。イスラーム法裁判所はその機

能を認められながらもオランダの案出した司法制

度の枠の外に締め出されたままてあった。

2. 王侯領ススフナンの司法制度

スルタン・アグンの時代にマタラムには，プン

フル法廷（スランビ）が登場してジャクサ法廷（の

ちのプラトト）と並立し，その後さらに第3の裁

判所ハレ・マングー (Bale:¥1angu)が設置された。

これはマタラムが VOEとの協定で国内のヨーロ

ッパ人を VOEの司法下に置くことを認めた1677

年以降に配備されたものて，パティが管轄し，農

業・地方行政問題を扱った。 “bale''は裁判が開

廷された宮廷の謁見所プンドポ (pendopo)を指し，

"mangu’'は考える」という意味であるは6)C 

1737年まだマタラムの領士であったパシシルか

VOEの司法下に人って以来バレ・マングーが廃

止される (Stb.1847年30号）までの約 1世紀、ジャ

ワ戦争てマタラムはすべてのモンチョナコロを失

うもののその司法制度は大きな変化を遂げていな

し‘)

゜
3つの裁判所はそれそれの審理範囲を持ち，依

拠する法典も異なるが，これはスランビとプラド

トの機能分担がはっきりとしてきた18世紀後半の

ことである。プラドトとバレ・マングーば性格上

重複する部分も多く，共通する法典もあった。ジ

ャワの法律書は1770年代以降次々と編葛されたが，



1993060035.TIF

ジャワのイスラーム法裁判所の発展

これはオランダの要請によるものであったC オラ 下スラカルタのレシデントを務めたウィンテル

ンダは法判断の根拠を明確化することを求めた (CF, Winter)の報告注8)に従って特にスランビに

のである。プラドトには『ナウォロ・プラドト』 注目してススフナンの司法を見てみたい（第4表）。

（プラドト法規）が，バレ・マングーには:アンゲ スランビが頻繁に開廷されていたのに対し，プ

ル・スドソ』 (AnggerSadasa:十法）が編纂された。 ラドトとバレ・マングーは滅多に開廷されなかっ

農業，地方行政に関する法規はヨーロッパ人や中 たようであるは9)。ウィンテルは離婚の方法と結

国人に対する土地の貸付には必要なものであった。 婚の有効性について詳しく叙述しているか，これ

注目すべきは，スランビは古来のジャワ法にイス はスランヒに提訴された訴訟の多くが，離婚問題

ラームの影響が入った混合法典ではなく，イスラ と婚姻確認に関するものであったことを示してい

ーム法に関するキターブそのものが拠り所となっ る。これがスランビがよく利用されていた理由で

たということであるほ7)。 あろう。先に述べたように，イスラーム教徒の結

裁判の様子を示す資料がないために， 3つの裁 婚成立においては女性の側からワリ（後見人）を立

判所がいかに機能したかを知るのは難しいが，以 てる必要がある。ワリ不在で行なわれた結婚につ

第4表 19世紀前半 (1847年以前）ススフナンの司法制度

スランビ(Surambi)

裁判官 マス・プンフル

(Mas Penghulu) 

法廷の Ketib 
役人 Modin 

Ngulorno 

Jaksa 

Kori 

戸・-・・--・・・----←

i 
----1 -

シャクサ(Jaksa)長

(Raden Tumenggung Among 

Prajo) 

Jaksa Kadipaten 

I Jaksa Wedana i¥gaJeng 

I 
i Jaksa Wedana Kambang 
Jaksa Pangeran Kamisepuh 

Jaksa Hannon-hannon 

, Jaksa Mas Penghulu 

プラドト (Pradata) バレ・マングー (BaleMangu) 

ラデン・アディパティ

(Raden Adipati) 

Wedana Jawi 

W edana Le bet 

Jaksa Kegoro 

:Vlantri Sadhoso 

'Jaksa >Jegari 

理
囲
審
範

拠り所
とする
法典

I Jaksa Prajurit 

婚姻，相続，売買，所有． Iスランビでは審理されない民事刑

貸借、加害者の確定した I事

殺傷事件

キターブ各種 Nawala Pradata 

けプラドト法規』）

I Anggcr Ageng Lmtu Potro 

Tondo Nono 

に署名文書交換法~)

月・木曜日開廷日 月・木曜日

ヨーロッパ人，中国人，およびそれ

と同等の人々とジャワ人の間に生じ

た民事，刑事

Angger Ageng Lintz, Potro Tondu 

Nmno 

A ngger Sedasa(『十法』）

水•土曜日

（出所） Winter, CF., "Regtspleging over de onderdanen van z_ H_ den Soesoehoenan van Soerakarta" 
〔スラカルタのススフナン玉家の臣民に関する司法行政〕｀冗｝dsclmftじanNederlandsch Jndie;第6巻

第1号， 1844年に基づき筆者作成。
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いてワリが不服を訴えた場合，ワリイ＜在のまま結

婚を行なった理由に正当性かなければその結婚は

無効となる。スランビの裁判長てあるマス・プン

フル(MasPenghulu)は調査を行なうと同時に，和

解を模索する。また，スランビて扱う離婚係争は

ラパック (rapak)と呼はれるものて特に妻から申

し立てる離婚がほとんどである。離婚を請求する

妻はスランヒに提訴する前に 3度下級（地几）の宗

務官吏に訴えなければならない。その後担当の宗

務官吏は調究を1Iない，彼女をマス・プンフルの

もとへ案内する。マス・プンフルは訴えの正当性

の調脊と夫の査間をし，和解の道をさくるが，こ

れか成り吃たなかった場合は，妻はパミワル (pa-

miwal:離婚賠償金）を支払って婚因を解消するこ

とになる (i1101。イスラーム法裁判所は妻から提訴

された離婚請求を審理するといういわぱ女性の

「駆け込み寺」的存在でもあったといえようけ111)0

さて，法廷の構成に閃してもイスラーム法裁判

所であるスランビは世俗裁判所であるプラドトや

バレ・マングーとは若lこ楳なる。ます，プラトト

とバレ・マングーの裁判官および法廷役人はスス

フナンの宮廷宜史であり，臼廷組織の各部屈と連

結し，かつ王都周辺の地方行政とも関わりを持っ

ていた。一方，スランビの法廷役人であるクティ

ブ(ketib)，モティン (moclin)，ンクロモ (ngulomo)

は本来はモスク役人であり，モスク長たるプンフ

ルの l‘ーで宗教儀礼・事務を担当した。バレ・マン

グーの裁判官は宮廷官吏の中でも最高位にあるラ

デン・アティパティ (RadenAclipati)であり，プラ

ドトの裁判官はそれより下位に位ii'/.つけられるラ

デン・トゥメングン・アモン・プロジョ (Raden

Tumenggung Among Proj(））であったが，マス・

プンフルはその序列の中には入らないいわば別格

のitl法官であった。プラドトの裁判官が不在の場
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合はバレ・マングーの裁判官が代行を務めること

もできたが，スランビの裁判官が不在の場合は年

長のクティブかングロモが代行を務めたけ1:12)0

この 3つの裁判所にはランクがあり，スランビ

はプラドトとバレ・マングー(})控訴審として位岡

つけられていた。つまり，婚姻・相続問題以外に

も，一部の民事に関してはスランビは審理を行な

ったのである。起源からすればスランビは王の裁

判所を継承しており，上位に位置づけられるのは

lヽi然であるか，スランビに対する特別の扱いはか

つてイスラーム化か王のイニシアティプで推進さ

れたことの証明でもある。なお，バレ・マングー

の判断はプラドトて覆すことはできず，その意味

ではプラドトが最も下位にあったけ£13)0

イスラーム法で審理が行なわれるのはスランヒ

だけであるが，他の裁判所にもイスラームの影響

が認められる。それは誓言のjj法であり，また誓

五が重視されていることである。これは1771年に

定められた行政裁判に関する規則書万スラット・

パレンバンガン』 (Sera!Paremhrmgan)に出されて

あるか，これによるとジャクサも誓言を行なわな

ければならないとある。誓言をlilるのはプンフル

てあるが，モスクてなされるわけではない。誓言

を行なう者はプンフルと向かい合い，その頭上に

はコーランか腎され，プンフルに続けてff口の文

句を読むという手順であった（注14)0 また， 3つの

裁判所は係’irを和解させる権限を持ち，和解が成

立しない場合は法（こ従って解決がなされた。裁判

で決着をつけるよりもまず調停を試みるという方

法はスランビの場合には顕著てあったい15)0 

名目上自治権を享受していた王侯領ではあった

か，裁判にヨーロッパ人，中国人およひそれと同

等とされる者が関わった場合，また一般臣民では

なく王侯や政府役人の場合もレシデントの仲介や
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判決言い渡しに際しての承認を必要とした（注16)0

以上見たように，ススフナン領のスランビの地

位と機能はイスラーム法裁判所かすでに定着した

制度となっていたことを証明している。また，婚

姻・相続問題のみならず，上級審として他の民事

も担当したことは，イスラーム法裁判所の審理か

本来はより広い範囲にわたっていたことを示して

いる。ジャワの中核地域でイスラーム法裁判所が

確固とした基盤を築いたことは，他地域のイスラ

ーム法裁判所の存在理由を裏づけることにもなっ

たのではないだろうか。

（注 1) ジャワ戦争におけるプンフルの活躍について

は次を参照。 Carey,B. R. Peter, 加 badDゆanag(l1(l.

An Account(),f the Outbreak of the Java War (1825-30), 

クアラルンプール． MalaysianBranch of the Royal 

Asiatic Society, 1981年

（注 2) オランダ語では裁判所(gerecht.rec ht bank) 

を指すのにしばしば「ラート」 (raad:拌議会）かあてら

れたが，これは裁判長以外にも陪席裁判官か出席する合

議制裁判所を指し，植民地シャワ())い］法制度の実態をあ

らわすには正確ではない。

（注3) Nederburgh,前掲論文， 14~15ペーシ。

（注4) |IIl l.:論文 17~59ペーシ。

（注 5) この文書の中ては「イスラーム法裁判所ーを

あらわす(/)9こ“penghuluraad" （プンフル裁判所）｀ 
"mesjid raad"（モスク裁判所）という用語も用＼ヽられて

しヽる。

（注 6) 「渇見所」を意味するパセハン (paseban),

パソワン (pasowan)が用し）られ，パセ）ヽン・マンクー．

パソワン・マングーとも呼はれた。 Kern,前掲論文,394

ページ。

（注7) /,i]上論文 390~398ページ。

（注 8) Winter, C.F., "Regtspleging o¥・er de onder-

danen van Z. H. den Soesoehoenan van Soerakarta" 

〔スラカルタのススフナン王家の臣民に関する司法行政：．

Tりdschriftvan Nederlandsch Indiし第6巻第1号， 1844

年， 100,104, 111ペーシc

（注9) ,,，J上論文 99ペーシc

（注10) Iii] Iこ論文 380~386ペーシ。

シャワリ）イスラーム法裁判所の発展

（注11) 現代でもイスラーム法裁判所はこのような性

格を持っている"Lev、前掲書， 136~184ペーシ，

（注12) Winter,前掲論文， 114~123, 485~486ヘー
‘̀‘ ン
゜
（注13) 同上論文 112~ 113ペーシ，ヘ

（注14) Kern,前掲論文， 399ペーシ／¥Vinter,同上論

文， 490~491ペーシ：

（注15) Winter,同上論文、 482ペーシ 3

（注16) 同上論文 391~393ページ C
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ジャワに多元的司法制度か形成されたのにはふ

たつの要因がある 2 第 1はジャワの司法がイスラ

ーム化以前にヒントゥー教の影響を強く受けてい

たことてある。イスラーム司法は既存のジャワ・

ヒンドゥー法をイスラーム化する形で制度を整え

ていった。これは司法の拠り所となる法典がイン

ト起源のヒントゥー法典から，イスラーム法の影

響を受けた混合的性格を持つ法典へ，さらにはイ

スラーム法裁判所（スランヒ）に関してはイスラー

ム法そのものを述べたアラピア語の原典キターフ

へと変化したことに如実にあらわれている。イス

ラーム法の適用範囲は民事・刑事全般にわたった

わけではなく，旧来の法や慣習であるドリガマも

しくはアダット (adat)(if1'の適用される範囲は広

く残された。しかし、王権に関わる璽大犯罪と，

イスラーム法の主要部分である婚姻・相続等の家

族法の分野がイスラーム法裁判所の審理下に入っ

たことの意味ぱ大きい。それは，イスラーム化を

促進する制度的基盤がてきたことを意味した。司

法のイスラーム化にはかなりの時間を要し，しか

も，各王国の中心部や早くからイスラーム化した

パシシルといった限られた地域でしかイスラーム

司法ぱ成立しなかった。しかし，ジャワの中核地

域てイスラーム化が法制度にまで及んだことは。
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他地域への波及を必至とした。第2はオランダと

イギリスが植民地支配体制を整備する中でヨーロ

ッパIi]法を消人し，伝統的ジャワ0)1iJ法制疫にか

なり介人したことである。この中てイスラーム法

裁判所は制度的に認知されず，その機能はラント

ラートや他の下級裁判所に吸収される形となったc

プンフルは単に意見を述べる顧問の地位を与える

だけで事足りると考えられたのである。

しかし．「イスラーム聖職者」（＝プンフル）の権

限を制限し，その政治力を削ぐことてイスラーム

法裁判所を黙殺しようとしたオランダ0)H論見は

成功しなかった。 19世紀前半，ジャワはすべての

地域がイスラーム化していたわけてはなかったが，

オランダ人官吏の間ではイスラーム法裁判所の整

備が検討され始めていた。ジャワのイスラーム教

徒の間では婚姻・相続問題をイスラーム法に従っ

て処即することはすでに定着していたからてある。

1835年の時点てすでに矛盾を露惜していたオラ

ンタの政策は半ttt：紀後に大きな軌逍修正を行なわ

ざるをえなかった。 1882年にオランタかイスラー

ム法裁判所の制度化に踏み切ったことは．ョーロ

ッパ司法でジャワの司法を包摂しきれず，植民地

ジャワの現実に譲歩を余儀なくさせられた植民地

支配の弱点を明らかにした。
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ジャワはイスラーム世界の境域に位置している

ためにイスラーム化は遅れたが，司法のイスラー

ム化とヨーロッパ司法の導入がほぼ同時期に始ま

ったことを考えると．ィスラーム法裁判所は比較

的順調に発展したといえるであろう。植民地権力

によってその審理範囲か婚姻・相続問題にせはめ

られたか，これはイスラーム法の核をなす部分で

もあり，最後の砦が残された形となった。また．

これは多くのイスラーム諸国に共通する経験であ

った。このおよそ人間にとって最も身近な問題を

通して，イスラームの法概念，思想が伝達された

のである。

冒頭に述べた「裁判所」を意味するインドネシ

ア語 “pengadilan"や， Iヽ キム (hakim:裁判官），

フクム（法律）がアラビア語起源の言葉やその派

生語であるのは，イスラーム法裁判所を通して．

インドネシア社会に法意識，裁判制度が定着した

ことのひとつの証左であろう。

（注 1) 「トリガマ」 (drip;ama)はサンスクリット起加

の言葉「アティカマ」 (adip;ama:経験）から派1：した晶

てあり (Kem，前掲論文， 384ペーシ），「アダット」(adat:

慣習）はアラピア語起源の言薬である。 1717年のオラン

ダ人官吏の文書には成文化されていない慣背法を rアダ

ット」と呼んでいることから｀この時代にはすでに定着

したけ葉になっていたと考えられる。

（名古屋短期大学専｛「講帥）
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